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大江宏の建築観の変遷に関する研究 
 
１．論文内容の要旨 
 本論文は、建築家・大江宏（1913-1989）の建築観に着目し、大江の作品と言説のう
ちに、日本近代建築史における近代主義受容の潮流の一端を見出すことを目的として
いる。大江は、大学時代の同級である丹下健三（1913-2005）が中心となった伝統論争
や民衆論、また 1970 年代から 80 年代にかけて、その本質的意義から離れ表層的・商
業的流行に堕したポスト・モダニズム、あるいは 1930年代以降現代まで続く日光東照
宮蔑視＆桂離宮礼賛など、建築界の主流に対し常に批判的立場をとる建築家であった。
それ故に、1960年代以降の作品で顕著となる多様な作風も相まって、大江の建築観は
これまで不明瞭、且つ建築界の傍流として、等閑視されてきた節がある。しかし、大
江が自身の言説と建築の表現に込めていたのは、短絡的な捨象に依拠した一元論に対
する批判精神であり、その姿勢は終生一貫していた。この点において、大江は日本近
代建築史上、注目すべき役割を果たした存在であったと考えられる。 
 本論文は、これまで未発表かつ未整理であった大江宏関連の一次資料を新たに蒐
集・整理し、大江の建築観の変遷を検証している。本論で蒐集した一次資料は、大江
事務所作成による各作品の原図、大江自筆のスケッチや書類、大江が撮影した写真等
である。これら一次資料の所蔵元は、大江建築アトリエ（大江新 法政大学名誉教授主
宰、旧：大江宏建築事務所）、大江武氏（大江宏の次男）、東京大学工学部建築学科、
三菱地所、法政大学施設部である。これら未発表資料に加え、本論では既発表の大江
の言説資料を網羅的に蒐集、検証することで、未発表資料の分析の裏付けと補完をお
こなっている。 
 
2 
 
 本論文は全 7章から構成されている。 
 第 1 章「序論」では、本研究の目的と方法、既往研究との比較、また論文の構成に
ついて述べている。 
 第 2章「「混在併存」を基軸とする大江宏の建築観の変遷」では、大江の既発表の言
説を網羅的に蒐集・検証し、戦後の大江の建築観の変遷を分析している。主に、大江
が自身の建築観を表現する際に度々使用した「混在併存」の語に着目し、その変遷過
程が大きく四段階に整理可能であることを論述している。第１段階は、大江が 1954年
以降、2度の海外旅行を含んだ約十年の内に、近代主義建築の理念に疑念を抱き、文明
史観としての〈混在併存〉を確立するまでの過程である。第 2 段階は、大江が設計手
法としての〈混在併存〉の模索と実践をおこなった段階である。第 3 段階は、大江が
1973年以降〈混在併存〉の語の使用を忌避し始め、新たな模索を開始した時期である。
同段階の言説を検証した結果、〈混在併存〉という語から漏れ落ちるものとして大江が
捉えていた概念が〈整合性〉と考えられることを指摘している。第 4 段階は、大江が
更に〈整合性〉からの脱却を目指し、〈恣意的必然性〉へと至った期間である。以上の
変遷において大江が一貫して志向していたのは、伝統建築における様式や装飾、また
人間の心や身体といった、近代主義によって不合理として切り捨てられてきた諸概念
の復権であったことを明らかとしている。大江は、実証主義的建築史研究を批判し、
自身の内に創り出した歴史的イメージを尊重するロマン主義的ともいえる建築観の重
要性を訴えていた。同時に、大江は晩年まで近代主義の理念を全面的に排斥してはい
なかったことから、大江が企図していたのは、近代主義とロマン主義、両者に等価に
立脚した多元的建築観の確立であったことを論じている。 
 第 3章「大江宏の自己形成過程―生誕から法政大学就職まで」では、大江の生誕（1913
年）から法政大学の教員着任（1948年）までの半生を概観し、大江の卒業論文と卒業
設計の分析を通じて、第 2 章で確認した戦後の大江の建築観の基盤が築かれる過程を
検証している。大江の卒業論文「建築平面」の分析では、日本建築から抽出された簡
明性等の諸特性と、近代主義建築の特性とを等価なものと捉えることに対し大江が明
確に異を唱えていたことが看取され、この点において、大江は堀口捨己をはじめとす
る当時の近代主義建築家とは異なった視座を、大学卒業の時点で持ち得ていたことを
明らかとしている。また卒業設計「日本工作文化研究所」の分析では、回廊と中庭に
よる統合の手法や、多様な柱の併存など、のちの大江建築を特徴づける重要な建築要
素が既に顕れていることを指摘している。両作はともに、近代主義建築に対し不満を
抱き始めていた大江の当時の志向が表現されており、またのちの大江の建築観の一端
が看取されることを論述している。 
 第 4章「戦前の大江の建築観―神武天皇聖蹟顕彰碑・国史館・迎賓館の分析」では、
まずこれまで不明瞭な点が多かった文部省宗教局保存課在籍時の大江の活動実態を、
文献資料から明らかとしている。次に、文部省で大江が手がけた神武天皇聖蹟顕彰碑
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(1940)と国史館(1940、実現せず)、また三菱地所勤務時代に大江が手掛けた迎賓館
（1941）の 3 作に関する一次資料（大江自筆スケッチ、原図、文部省の書類）を新た
に蒐集、検証し、大学卒業直後の大江の建築観を考察している。一次資料の分析の結
果、神武天皇聖蹟顕彰碑の設計過程は、大きく 4 段階に分けることが可能であり、時
局の影響により徐々に大江の構想が縮小され簡素化してゆくものであったことを指摘
している。次に国史館については、当時建築界の話題になりながらも実施されなかっ
た「國史館建築設計図案懸賞競技」の募集要項案作成に大江が携わっていたことを明
らかとしている。大江による国史館のスケッチを分析した結果、その設計過程は大き
く 4 段階に分類することが可能であり、国史館の持つモニュメンタルな性格を徐々に
解体していく過程であったことを論述している。国史館のスケッチは、近代主義建築
的な案と、屋根を頂いた和風の案とが同時並行で検討されていたことが見受けられ、
洋風建築の建築語彙で設計された迎賓館と併せ、戦前の大江の建築作品には、各種様
式を等価に扱う〈混在併存〉の原理の萌芽が看取されることを指摘している。 
 第 5 章「プレロマン建築を描いた自筆スケッチから読む大江の建築観」では、まず
大江の言説と一次資料（大江建築アトリエと大江武氏所蔵）をもとに、大江が行なっ
た二度の海外旅行の道程と、旅行が大江に与えた影響を整理している。次に、大江が
二回目の海外旅行で感銘を受け、理想とする〈混在併存〉が体現されていると述べた
「プレロマン建築」（プレロマネスク建築）に着目し、大江が描いたプレロマン建築の
スケッチ「S. Salvador de Valdedios」に注目し、分析を行なっている。同スケッチを
分析した結果、大江はスケッチ上で、現実とは異なる様々な創作を施していたことを
明らかとしている。大江の創作はまた、大江が理想とする建築の特徴が反映されてい
ると考えられ、第 2 章で確認した大江のロマン主義的建築観が、同スケッチに端的に
表現されていることを指摘している。 
 第 6 章「「法政大学市ヶ谷キャンパス計画」の設計過程」では、1 回目の海外旅行に
前後して計画された「法政大学市ヶ谷キャンパス計画」に着目し、現存する図面資料
の蒐集・分析を通じて、同計画の設計過程を明らかとしている。まず「法大計画」の
概要を示し、その設計過程を三期に分類したうえで、主に全体計画の平面形態に着目
し、一次資料の分析を行なっている。結果、「法大計画」が第一期から第三期へと至る
過程は、大江宏の建築観が、機能主義・合理主義に基づく一元的建築観から、「異質な
もの」や「割り切れない混沌さ」を包含してゆく多元的建築観へと変化する過程であ
ったことを明らかとしている。またこの変化は、のちに大江が抱く〈混在併存〉の思
想の萌芽が、徐々にその輪郭を明瞭にしていく過程と見做す事が可能であることを指
摘している。 
 第 7章「結論」では、本論文で得られた成果について要約している。 
 
 以上、本論文では大江宏の建築観の変遷を、言説、図面とスケッチの分析を通じて
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明らかとしている。大江は、処女作である「法大計画」以降、晩年に至るまで、理想
とする多元的建築設計を一貫して志向し続けていた。その過程は、建築作品を完成さ
せるたびに自己の手法に疑いの目を向け、更なる多元性の獲得を目指し発展させてゆ
く脱構築的模索の道程であったといえる。大江は大学での卒業論文と卒業設計、また
最初の勤務先である文部省と三菱地所での設計活動において、和風・洋風の様式建築
や近代主義建築それぞれに優劣無く関心を抱き、また自身の設計に取り込んでいた。
同世代の近代主義建築家達が様式や装飾に対する拒否反応を強く示していた当時にお
いて、上記のような特質をもった大江は稀有な存在であったといえる。大江は戦後も、
和洋を問わず多様な様式や装飾の重要性を問き、自身の建築作品にも盛り込んでいた。
戦前と戦後を通して、大江はナショナリズムや教条主義に陥らないフラットな姿勢を
保ち、また自身のスタンスを建築で表現し続けた。この点において、大江は近代建築
史における重要な存在であると同時に、大江の建築観は、現代においてもなお、示唆
に富むものであると考えられる。 
 
 
２．審査結果の要旨 
 本論文は、日本の近代において独自の設計活動を展開した建築家・大江宏（1913-1989）
の建築観を解明するものである。大江宏に関しては、これまでに、各種の言説研究や、
作品単体に関する研究はなされてきたが、大江の総体的な建築観については十分に論
じられていない。本論文は、既発表の文献資料を網羅的に参照しつつも、未発表の一
次資料を豊富に蒐集して分析を行い、大江宏の建築観について新たな知見を提示して
いる。その主な成果は以下のとおりである。 
 
１．大江の建築観を表わすキーワードの一つである〈混在併存〉に着目し、大江の言
説を網羅的に検証することにより、戦後の大江の建築観の変遷を４つの段階に分類し，
〈混在併存〉が近代主義とロマン主義の両者に等価に立脚した多元的建築観であった
ことを明らかとしている。 
２．戦前に大江が執筆および設計した 5 つの論文と作品、すなわち卒業論文と卒業設
計、文部省時代の神武天皇聖蹟顕彰碑と国史館、また三菱地所時代の迎賓館に着目し、
これらの作品に関する一次資料から、大江の戦前における建築観を明らかにしている。
また戦前の大江の作品群のうちに、戦後の大江の建築観との連続性が見出だせること
を指摘している。 
３．プレロマン建築（プレロマネスク建築）である S. Salvador de Valdediosを描いた
大江の自筆スケッチに注目し、大江がスケッチ上で行なった操作の検証を通して、大
江が歴史に対峙する際に抱いていたロマン主義的建築観の一端を明らかとしている。 
４．大江の実質的な処女作である「法政大学市ヶ谷キャンパス計画」（1953-1958）の
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一次資料を網羅的に蒐集・分析することで、その設計過程を考証し、実作における〈混
在併存〉の原理の端緒が同作に見出だせることを明らかにしている。また同作の設計
過程は、大江個人のみならず、戦後の日本近代建築が辿った変化を体現している点で
重要であることを指摘している。 
 
 以上、本論文は、大江宏の建築観の分析を通じて、日本近代の建築における近代主
義受容の特質の一端を明らかとしており、建築歴史・意匠に関する研究の発展に寄与
するものである。よって、本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が博士（工学）
の学位に値するという結論に達した。 
